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   A statistic survey was made on the patients, diseases and operations experienced at the Urolog-
ical ward of Shizuoka Red Cross Hospital between 1981 and 1991. 
   The total number of inpatients was 2,830 and the male to female ratio was 3.5 to 1. The most 
frequent diseases among the inpatients were obstructive uropathy (25.5%), malignant neoplasia 
(23.7%), non-specific infection (16.4%) urolithiasis (16.1%). The number of operations was 1922. 
Endoscopic surgery was the most frequent form of operation (55.2%). 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 483-487,1992) 











入 院 統 計
1,性別,年 齢別頻度(Tablel)
入 院 患 老総 数 は2,830名で,男 子2,202名,女子628
名 であ り男 女比 は3.5:1であ った.年 齢 別分 布 では,
70歳代 が24.0%と最 も多 く,つ い で60歳代 の22.5%,
50歳代 の15.7%の順 で あ った.年 度 別 で は,徐 々に で
は あ るが 患者 数 増加 の傾 向 が み られ た.
H.疾,患牙U歩頁度(Table2)
前 立 腺 肥 大 症 を は じめ と す る閉塞 性 尿 路 疾 患 が,
25.5%と最 も多 く,つ いで 悪性 新生 物 が 多 く,こ の両
者 で半 数 近 くを 占 め た.
1.閉 塞 性 尿 路疾 患(Table3)
前 立 腺 肥 大症 が圧 倒 的 に 多 く,69.5%を占 めた.ま
た膀 胱 頸 部 硬 化症 も10.8%を 占 め,尿 道 狭 窄 も含 め
て,下 部 尿 路 通過 障 害 が90%近 くを 占め た.
2.悪 性 新 生 物(Table4)
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TableL入院患者の性別,年 齢別頻度
年 度'8置 '82'83'84,85'86 '87,88'89,90 小 計 計%















































































































Table2.疾患 頻 度 別 分類























































TabIe3.閉 塞 性 尿 路 疾 患









































停 留 精 巣,真 性包 茎 の順 に多 く,こ の 両 者 で85%を
占め た,
手 術 統 計
1.臓 器 別 手術 件 数(Table8)





























































Table6.尿路 結 石 症












































腺に 対す る手 術 が39%と最 も多 く,つ い で膀 胱,陰 嚢
内,尿 管,腎 の順 に 多 か った.
皿.主 要 手 術 件 数(Table9)
TUR-P(TUR-BNを 含 む)が,38.4%で 最 も 多






Table8.臓器 別 手 術件 数
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